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1. 事後平均値の推定方法

K個の独立したポアソン分布 Po(λ1), . . . ,Po(λK)から, サンプルが 1つずつ得られたとす

る (x1 ∼ Po(λ1), . . . , xK ∼ Po(λK)). このとき, x1, . . . , xK から複数のポアソン分布の平均

値を経験ベイズ推定する．ポアソン分布の条件付確率関数及び事後密度は, パラメータ a, m,

δを用いて次のように表せる．

条件付確率関数: p(x|λ) = λx

x!
e−λ, x = 0, 1, . . . ,

事後密度: π(λ|x;m, δ) = (1 + δ)x+δm+a

Γ(x+ δm+ a)
λx+δm+a−1e−(1+δ)λ.

対数変換 θ = log λにおける事後平均値 θ̂を算出し, それを逆変換して得られた値を事後平

均値 λ̂ = exp(θ̂)とする推定方法を提案する．一方, λの事後平均値 λ̃を本研究の対照法とす

る．ディガンマ関数 ψ(z)を用いてそれぞれ次のように表せる.

θ̂ = E[log λ; π(λ| x;m, δ)] = ψ(x+ δm+ a) − log(1 + δ),

λ̂ =
1

1 + δ
exp{ψ(x+ δm+ a)}, (1)

λ̃ = E[λ; π(λ| x;m, δ)] = x+ δm+ a

1 + δ
. (2)

2. mと δの推定

次の a = 0に該当する対数周辺尤度 logML(m, δ)が最大となる推定量 m̄, δ̄を (1)及び (2)

式に代入して λの推定量 λ̂, λ̃を求める. すなわち, m̄, δ̄の推定は a = 0で行うが, 提案法の

(1)式による λ̂の推定は a = 0.5で行う.

logML(m, δ) =
X
k

{logΓ(xk + δm)− log Γ(xk + 1)− logΓ(δm)}

+Kδm log δ − (Kδm+X
xk) log(1 + δ). (3)

3. 推定量の評価

推定量の精度は, 次のよく知られている 3つのロスを用いて評価する. (λ̌ = λ̂ 又は λ̃)

Le(λ̌,λ) = λ̌ log
λ̌

λ
− λ̌+ λ, Lm(λ̌,λ) = λ log

λ

λ̌
− λ+ λ̌, LMS(λ̌,λ) = (λ̌− λ)2.

数値例を用いて提案法の有効性を検証した．
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